
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 蓮沼 小学校 ）     学校番号 ６９                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 〇明るく活力に満ちた学校 〇互いに学び磨き合う学校 〇整備され安全な学校 〇地域に開かれた学校        

          

重 点 目 標 

１ 研修による授業力向上 
２ 共通理解・共通行動による生徒指導・教育相談 
３ 凡事徹底 
４ 教職員組織の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月１５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

○児童、保護者、教職員ともに学習の基礎基本が

定着している（されている）という意識は９

０％以上肯定的意見が占めた。基礎基本の定着

についてはおおむね満足しているが、学力調査

の結果では、国語の「書くこと」や算数の「図

形」分野で課題が見られる。また、調査の前半

と後半の無回答率の差についても課題が見られ

るため、学習に対して最後まであきらめずに取

り組む姿勢の育成についても取り組む必要があ

る。 

○けじめや努力に対して肯定的意見が９０％以上

である。 

○体力向上については、感染症対策が緩和され、

活動が増えてきたにも関わらず児童の肯定的な

割合は８０％を切った。保護者、教職員は９

０％以上が肯定的意見であり、差が見受けられ

る。 

 

・ 学 び の 自 律

化・探究化に

向けたスタデ

ィログを活用

する授業の実

践及び改善 

 

 

 

・個別最適な学びを軸とした校内研修の

推進 

・国語、算数についてスタディサプリ、

ドリルパークなどの学習への取組状

況を基に児童への学習の目標の見直

しの時間を設定し支援を行う。 

・全国及び市の学習状況調査について、

分析を行うとともに、市教委による

カウンセリング研修を受けること

で、より効果的な手立てを設定し学

校全体で児童の「書くこと」の向上

を図る。 

・調査結果の分析を踏まえた、授業改善

の視点、手立て等を学年ごとに設定す

ることができたか。 

・アプリの個々の学習状況等を活用し、

児童が学習の見直しを行う時間を設定

することができたか。 

・国語の「書くこと」の正答率が２ｐｔ

向上したか。 

・調査結果の分析を踏まえ、授業改善の視

点、手立てを学年ごとに設定し。授業を実

践することができた。 

・アプリの個々の学習状況等を活用し、児童

が学習の見直しを行う時間を設定すること

ができた。 

・全国学習状況調査国語の「書くこと」の正

答率が２３.３ｐｔ下がった。（全国△２

１.８） 

B 

・個人研修、目的別チーム研修の体制

を構築し、児童の実態に応じた授業

改善を継続して行う。 

・スクールダッシュボード等の学習ロ

グを活用して、個別最適な学びを推

進する。 

・全国、市の学習状況調査を適切に分

析し、「書くこと」の向上を図るた

めに、教科横断的に取り組む体制を

継続して構築する。 
 

・タブレットの活用が推進され

ているのが児童の発表の様子

を見てもよくわかる。今の子

どもはできることが本当に増

えていると感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

・児童の肯定的意見が低い数値

となっている原因の一つとし

て、運動できる場所が制限さ

れていることがあるようだ

が、経験としてどう積み上げ

るかが課題である。 

・学ぶ楽しさを

実感し、主体

的に取り組む

児童の育成に

向けた学校行

事の充実 

・学校生活、学習活動の中で、児童がけ

じめを意識できるような具体的な指導

を学年・学級での活動で行う。 

 

・体力向上に係るイベントを設定、及び

教科指導を通して、楽しく活動できる

機会を増やし意欲の向上を図る。 

・学校評価アンケートにおいて、【けじ

め努力】の項目が肯定的な回答が９

３％以上とすることができたか。 

 

・学校評価アンケートにおいて、児童に

おいて【体力向上】の項目が肯定的な

回答を８０％以上にすることができた

か。 

・【けじめ努力】肯定的な回答の割合、児童

９８％、保護者９１％、職員１００％ 

・【体力向上】肯定的な回答の割合は児童７

５％、２ｐｔ減少 保護者９３％ 教員１

００％ 
A 

・学校行事や係活動、当番活動、委員会活動などを

含む学校生活全体を通して、ポートフォリオやカ

ード等をより充実させることで、最後まで責任を

もって取り組む態度を育てる。 

・体育部を中心に子どもたちが進んで体を動かすこ

とができるような活動の充実に努める。また、体

育行事だけでなく、運動に苦手意識のある児童も

積極的に参加できるイベントを計画実施し、児童

の意欲の向上に取り組む。 

2 

○いじめ防止に関しては、肯定的な意見が R3 年度

と比較して大きく向上し平均して９５％以上で

あった。その中で保護者の割合が１番低いこと

が課題である。いじめ認知が積極的に展開さ

れ、いじめの重大事態が起こることなく児童や

保護者の安心感が増加したことが分かった 

○教育相談については、肯定的な意見が児童８

１％、保護者９１％、教職員１００％全体的に

高い結果である。児童の割合が１番低いことが

課題であり、多様な児童のニーズに応えられて

いない場面があることが考えられる。 

・チーム蓮沼と

して行う生徒

指導・教育相

談に向けた行

内体制の充実 

・生徒指導・教育相談での教職員間の共

通理解を図る場の設定 

・ＳＣ、ＳＳＷと連携を図った教育相談

体制の更なる充実 

・児童理解研修を年間２回以上実施する

ことができたか。 

・学校評価アンケートにおいて、保護者

において【いじめ防止】の項目が肯定

的な回答が９２％以上とすることがで

きたか。 

・学校評価アンケートにおいて、児童に

おいて【教育相談】の項目が肯定的な

回答が８２％以上とすることができた

か。 

・児童理解研修年間２回実施 

・【いじめ防止】肯定的な回答の割合、児童

９５％、保護者９１％、教職員１００％ 

・【教育相談】肯定的な回答の割合、児童７

９％、２ｐｔ減少 保護者９４％、職員１

００％ 
A 

・「いじめ撲滅スローガン」「いじめ撲滅の木」の

推進、「心と生活のアンケートの活用」、児童と

の面談等の取り組みを通して、いじめの撲滅、早

期発見、迅速な対応に努める。 

・「スクールダッシュボード」「心と生活のアンケ

ート」や児童教育相談週間等の面談を実施し、子

どもたちの悩みや相談に対応していくとともに、

児童が相談したい時に相談できる体制づくりを強

化し、担任以外の教員も積極的に声かけを行う。 

・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワー

カー、管理職等に加え、外部機関との連携を図り

ながら、や毎月の教育相談日等を中心に、保護者

の相談等に対応する。 

 

・「スクールダッシュボード」

の活用が上げられているが、

先生や家庭から見取ってあげ

ることも必要だと感じる。 

 

 

      

3 

○元気なあいさつについては、肯定的な意見が児

童の９０％、保護者７６％、教職員１００％で

あった。あいさつについては、自発的なあいさ

つができないという観点が、保護者、地域、教

職員の中で共通理解が進んできている、さらに

あいさつが文化として定着するために継続して

取り組む。 

○清掃活動については、児童、保護者、教職員と

もに９０％以上の肯定的意見があった。 

○集団生活のルールやマナーについては、これも

児童、保護者、教職員ともに９５％以上の肯定

的意見があった。 

○思いやりの行動についても児童、保護者、教職

員ともに９６％以上の肯定的意見があった。 

 

・ 地 域 と の 連

携・協働によ

る当たり前の

ことを当たり

前に行える児

童の育成 

・講話朝会、学校だより等を活用したあ

いさつの啓蒙 

・毎週月曜日の児童会主催のあいさつ運

動の実施 

・清掃活動における、教科等と関連付け

た横断的な指導の推進 

・蓮沼小のやくそくの児童・保護者・教

職員の共通理解のもと、指導支援を行

う。 

・あいさつ運動を学期に８回以上実施で

きたか。 

・学校評価アンケートにおいて、【校内

美化】の項目が肯定的な回答が９３％

以上とすることができたか。 

・学校評価アンケートにおいて、【集団

生活】の項目が肯定的な回答が９３％

以上とすることができたか。 

・あいさつ運動を、２７回実施（１２月現

在）することができた。 

・小中合同あいさつ運動、未来くるワークと

連携したあいさつ運動を１回ずつ実施する

ことができた。 

・【校内美化】肯定的な回答の割合、児童９

８％、保護者９６％、教職員１００％ 

・【集団生活】肯定的な回答の割合、児童９

６％、保護者９７％、職員９７％ 

A 

・あいさつ運動や日常的な指導のみな

らず、児童会活動、道徳の指導、生

徒指導など総合的な視点から児童、

学校、家庭、地域で連携して指導し

ていくことが必要である。様々なイ

ベントなどと連携しながら、最善な

方策について生徒指導主任を中心に

検討・実施する。 
 

・あいさつについては通学時な

どに大きな声であいさつをし

てくれている。保護者の評価

が若干低いが、「あいさつは

家庭から」という意識を持っ

てもらえるようにしていくこ

とが必要ではないか。 

 

 

 

 

 

 

・蓮小しぐさの推進 ・学校評価アンケートにおいて、【思い

やり】の項目が肯定的な回答が９３％

以上とすることができたか。 

・【思いやり】肯定的な回答の割合、児童９

７％、保護者９７％、職員１００％ 

A 

・蓮小しぐさ」の全校での取り組み、

道徳の授業や人権教育、学校生活の

様々な場面を通して、相手を思いや

ることの大切さや公正・公平な態

度、公共心、公徳心などを育むとと

もに、学級・学年・学校全体を通し

て、心を豊かにする取組を行う。 

4 

○学校に楽しく登校できているという肯定的意見

は児童、保護者、教職員ともに９１％以上と高

かった。 

○頑張ったことや努力したことを認められている

かという質問に対しては、教職員が１００％以

上の肯定的意見に対し、児童８８％、保護者は

９１％であった。向上傾向にあるが、児童・保

護者・教員の差が課題である 

○情報公開については児童、保護者、教職員とも

に９１％以上の肯定的意見であった。 

 

・児童一人ひと

り の Well-

bing を実現す

るための教育

活動の推進 

 

 

 

 

 

 

・５０周年記念に関わるプロジェクトを

学校全体や学年等行事と関連させて実

施する 

・児童の実態に合わせた学校行事の実施 

・情報端末を活用して児童向けのアンケ

ートや面談時の記録を蓄積し、児童一

人ひとりの状況を継続的に把握できる

ようにする。 

 

・学校ＨＰやメール配信を利用した積極

的な学校の情報発信 

・学校評価アンケートにおいて、【学校生

活】の項目が肯定的な回答が９２％以上と

することができたか。 

・学校評価アンケートにおいて、保護者・児

童において【個性の伸長】の項目が肯定的

な回答が８９％以上とすることができた

か。 

・週に４回以上の HP の更新を行うことができ

たか。 

・学校評価アンケートで【情報公開】の項目

が肯定的な回答が９２％以上であったか。 

・【学校生活】肯定的な回答の割合は、児童

９０％、保護者９５％、職員１００％ 

・【個性の伸長】肯定的な回答の割合、児童

８８％、保護者９２％、教職員１００％ 

 

・HP の更新を、週４回以上更新を実施 

・【情報公開】肯定的な回答の割合、児童８

６％、保護者９２％、職員は９７％ 

A 

・児童が生き生きと活動し、学校へ楽しく通うこと

ができるような行事や取組を可能な方法で積極的

に実施する。各学年や各学級においても学校生活

をさらに充実させられるような指導を実践したり

しながら学校運営を推進する。 

・児童が活躍できる場や機会を設定する。また、発

表機会のみならず授業等において、児童それぞれ

のよさを生かせる場面を設定したり、認め励ます

指導や声掛け適切な評価等をしたりすることで、

自己肯定感や自己有用感を高める。 

 

・手紙配信アプリ、学校 HP、学校安心メールを活用

しながら、学校から積極的に保護者が求める情報

を必要な時に提供できる体制を構築し情報発信を

続ける。 

 

・校外で児童を見かけた際に、

下を向いている子が減ったよ

うに感じる。 

・５０周年記念式典では児童主

体の活動が見られ、非常に良

い回であった。今後も地域と

のつながりをもっと増やして

いけるとよいと思うので、地

域のイベントなどの紹介や表

彰などを学校で行ってほし

い。 

 


